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序

文化財資料第3集を刊行しました。このたびは、先きに発行しました。第1集および第

2集をもとにして、町内に散在している木像仏の調査結果を紹介し、併せて、先祖の方々

が残された「敬神崇祖」の心を偲んでいただくことにしました。

町内には約八十数ケ所に社やお堂が在り、そこには数多くの神仏が祀られています。こ

れらは幾星霜もの長い歳月を得て今日に至っております。

このような、貴重な尊い、文化遺産を守り、継承し、後世に伝えてゆくことは、今のわ

たしたちに与えられた務めであると思います。

この編さんにあたって、特に、文化財保謹委員の方々を始め御協力いただいた関係各位

の後苦労に対しまして、深甚の敬意と謝意を表し発刊のことばといたします。

なお、町民各位の御参考になれば誠に幸いと思います。

＝

貴蘇陽町教育長 後藤
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はしがき

蘇陽町には祖先の方々が残された、数々の木像仏が社やお堂に祠られてあります。それ

らは地域の人々の心の寄りどころとして、また、憩いの場として、現在にいたっておりま

す。

思えば当時の人々の生活の息吹きが、長い間の風雪に堪えながら、これらの木像仏を通

して熱く伝って参ります。

それは地蔵さんであり、お大師さんであり、牛馬の守り神である馬頭観音などなどであ

ります。

このような、すばらしい木像仏を文化財として大切に保存し、お堂や社にまつわる伝承

行事等を受け継ぎ、これを後世に伝えることは、現在生きている私共の責務であると思い

ます。

以上のようなことから、町内の木像仏について刻明に調査したつもりでありますが、何

分にも広範囲な地域であり、加えて勉強不足のこともあり、誤記や調査もれもあるかと思

いますが悪からずお許し下さるようお願い申し上げます。

てぶ

蘇陽町文化財保謹委員

長谷野官蔵、大内田忠秋

後藤松寿佐藤幸孝

原 史章
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回

蘇陽町内木像仏一瞳

|番号’番号 堂及び社名 所 在 地 番号 堂及び社名 所 在 地

大 日 堂 馬見原岩尾野 如 来 堂 大久保境ノ谷1 27

天 満 宮 〃 岩尾野 観
宰
日

串
呈 米迫亦迫ワ

竺 28－1

地 蔵 堂 〃 米迫観
一匹アユ
且エー

目 堂 〃 古町
J，

0 28－2

惠比須堂 〃 古町
ニ
デ
今
、

垂

心 限 寺 今村菖蒲迫294

米山公民館後山〃 新町上 天満宮(公民館）地 蔵 堂 30-15

天 満 宮 大師堂（ 〃 ） 〃 古畑〃 田町6 30-2

阿弥陀如来堂 滝上須メ|」
〈
了不動尊堂 下村7 3 1

エ
ヨ

ユ
ｆ天 神 堂 〃 松葉 観 堂 〃 滝下8 32

薬師如来堂 〃 竿渡 観
弓丘芦
田 エ ー

【ヨ 堂 下塩出上川鶴339

立
日 長崎加勢群観 堂 天 満 宮 上塩出牧野10 34

〃 甲長崎 如 来 堂 〃 上原天 神 蛍1 1 35

音薬 師 堂 〃 上長崎 観
rhI里F

皇呈 八木神の木12 36

皇神社 天満富・観音堂〃 下長崎 〃 八矢13－1
一
一
雲

｡=｝ 旬

DJ

’ 薬 師 堂 〃 下長崎 菅原神社 花上花寺13－2 38

観
Ｌ五

日 堂 神之前中鶴 地 蔵 堂 〃 中神道14 39

山 神 堂 〃 上尾 釈 迦 堂 〃 下神道401 5

天 満 宮 白石セツ迫 八 幡 宮 柏 人野原1 6 41

観
垂
日 堂 大野瀬越

一マト
Ⅶ J 1

曰 〃 戈原観 堂1 7 42

菅原神社 方ケ野北小田 地蔵菩薩堂 二瀬本丸尾野18 43

火伏地蔵堂 柳井原伊義名 八 幡 宮19 44 〃 〃

天 神 堂 熊野座神社同 上20 45 2' 尻’

柳井原村之前安 楽 寺 天 満 宮 柏 溜渕2 1 46

火伏地蔵堂 音滝上土戸 観 蛍ワワ
‐白 47 〃 〃

満

蔵

宮

堂

塩原黒原天

地

薬 師 堂23 48 〃 升’

■■■■■■■■■■■■■■■■

〃 斗端 釈 迦 蛍 橘 椎屋24 49

天 満 宮 椛山阿蘇神社菅尾川治谷 〃 椛山25 50

’長 寿 寺 〃 川治谷 不 動 堂 下山八又26 5 1
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蛍及び社名堂及び社名 所 在 地 番号 所 在 地番号

薬 師 蛍 下山八又 天 満 宮 二津留二津留52 79

長谷倉木|｣」大 師 堂 薬 師 蛍53 80 〃 〃

清 正 公 観
~言FmT-

n

日m 上差尾百枝堂54 81〃 〃

釈 迦 蛍 玉目蔵ケ迫 天 満 宮 大見口岩下8255

如 来 堂 長谷稲生 秋葉神社 朝56 83 〃

天 満 宮 〃 目細 観
華
日 堂 〃 長薮57 84

天 満 宮 伊勢旅草 薬 師 堂 上差尾平田58 85

薬 師 堂 釈 迦 堂 〃 山作59 86〃 〃

一
コ
訶
却

坐
に
↑
仁

一

１

－

１如 来 蛍 辻早栖60

山 神 社 〃 前鶴61

薬 師 堂 前62 〃

高 畑水迫大 師 堂63

薬 師 堂 〃 東原64

大 師 堂65 〃 〃

八大龍王神社66 〃 〃

赤谷天満宮 〃 赤立67

東竹原竹原天 満 宮68

御大師堂69 〃 〃

天 満 宮 〃 野原70

御大師堂7 1 〃 〃

ノ

天 神 社 柳 下大迫72

観
垂
日 堂 〃 観音73

~

如 来 堂 伊勢梶原74

天 満 宮75 〃 〃

観
卜幸

日 柳 西猿丸堂76

観
幸
日 堂 〃 柳谷

ワワ

jI

’ ’薬 師 蛍 上差尾堂本78
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火伏地蔵堂（柳井原・伊義名）…･………

天満宮（ 〃 。 〃 ） ・…………･ ･ ･…

安楽寺（ 〃 ・村之前） ・…･…………・ ・

火伏地蔵堂（滝上・土戸） ・………………

天満宮（塩原・黒原）……. ．…．．…･…･…・

地蔵蛍（ 〃 ・斗塩） ・……………………

天満宮（菅尾・川治谷）…･…･ ･･･…．．……

長寿寺（ 〃 。 〃 ） ．．……･…･………

如来堂（大久保・境ノ谷）…･……………

観音堂（米迫・赤迫） ・…･…･……･ ･……・ ・

地蔵蛍（ 〃・米迫）……“……･ ･………

慈眼寺（今村・菖蒲迫）…………………・

天満宮（米山・後山）…（公民館併祀）
大師堂（ 〃 ・古畑）…

不動尊蛍（今・下村）…. .……･…………~

観音蛍（〃・滝下） ・……………･…………

観音堂（下塩出・上川鶴）………………~

天満宮（上塩出・牧野） ・…． ．……………‘

如来蛍（ 〃 ・上原）………･……｡ ｡…

観音堂（八木・神之木） ・………………･ ･

天満宮・観音蛍（八木・八矢）…･……･･

菅原神社（花上・花寺）………….．…･･ ･”

地蔵堂（ 〃 ・中神働） ･ ･ ･…･“………･ ･ ・

釈迦堂（ 〃 ・下神働） ’…･ ･……………

八幡宮（柏・大野原） ・……･…………． ． . 、

観音堂（〃・戈原） ”･……･………･……・
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天満宮（柏・留渕）……･…

観音堂（〃・ 〃） ・………

薬師堂（〃 ・ 〃）……･…

釈迦堂（橘・椎屋） ・……･…

阿蘇神社（〃 ・椛山） ・……

不動蛍（下山・八又） ・……

薬師堂（ 〃・ 〃） ・……

大師蛍（長谷・倉木山）…・

清正公（ 〃 。 〃 ）…・

釈迦蛍（飛目・蔵ケ迫）…・

如来堂（長谷・稲生） ・……

天満宮（ 〃 ・目細） ・ ・…・ ・

天満宮（伊勢・旅草）…･…

薬師堂（ 〃・ 〃）…･ ･･・

如来章（高辻・前） ・……”・

山神社（ 〃・前鶴）…･ ･ ･ ・

薬師堂（高辻・前） ・………
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薬師堂（ 〃 ・東原）……・

大師堂（ 〃 。 〃） ・ ・……
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観音蛍（柳・西猿丸） ・……・

観音堂（〃 ・柳谷） ・…･……

薬師堂（上差尾・堂本） ． ．…

天満宮（二津留・二津留） ・・

楽師蛍（ 〃 。 〃 ） ・ ・

観音堂（上差尾・百枝）…・ ・

天満宮（大見□・岩下） ・…・

秋葉神社（ 〃 ・朝藪） ・・
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薬師堂（上差尾・平田）…”
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命 中守 自

・山作）釈迦堂（ ﾉノ 舎号 号号
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1 ．仏像の起り

釈尊は紀元前六世紀にインド・ヒマラヤ山脈の南麓、 カピラ城の乖子として生まれま

したが、龍まれてまもなく母と別れるという悲しみに班遇しています。

釈尊は成長するにしたがって、人間は皆共通した悩み（七難八苦）をもっていること

に気づきました。そこでどうしたらこのような悩みをもっている人々を救えるかと真剣

に考へ続け、 35才で悟りを開き80歳で亡くなるまでの45年の問、どうすればその

苦しみから逃れることができるか、 というようなことを説きました。

今日、私たちの周りには、数多くの仏の姿が見られます。

これらは釈尊が亡くなって600年後、釈尊の説法の中に出てくる多くの御仏の像を

つくろうということになり、釈尊の弟子達がお経に説かれている内容や教え（教理）を

知る手掛りとし、釈尊の姿をモデルとしてとり入れたものです。

2．仏像の種類と特徴

仏像は大きく分けると一般に四つの部類に分けられてますc即ち佛部の仏・菩薩の仏、

明下の部の仏・天部の仏がそれです。

（1）仏部の尊像（如来形ともいう）

釈迦如来、阿弥陀如来、大日如来などでこうした仏部の尊像は図に示すような特長

があり、立像と座像などがあります。

典姉鯛
唖乗合学 陦厩印 応驚畏・与馳Fl1
恢凡1F￥弓L」 十 こう1b ･人 こむ､ jJべも ' 』L

（前面如来惟春閉）

繊逸，
転法蛤印 智崇印 外樽印
てAIrlりAL ,凡 f､ け人い』4 [f lJI l 'A

漸くt亜Pq鞍二jフ
法界定印 隆三世印 上品上生
u＋かい上l和･A 二うP4そいも､八 上』iLr4上FうI F 1

~~~~~~ ~~~~~如 来

施
昂

’
１１

１
Ｊ

に

Ｆ

い

,■弁
Il4ベ4

’ (駅迩如来）
’
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（2）菩蕨部の尊像

誠観音、千手観音、十一、馬頭

観音、文珠菩薩、弥勤菩薩、地蔵

菩薩、その他多くの菩薩がありま

す。

菩薩像は如来の変身した婆であ

り、救済を專らにする仏をさして

おり、図に示されるように慈悲の

うちの悲を現わしております。

菩 藍
圃
型

世
壹

咄

し

ｒ

」

■

１

■

よ

Ｉ

Ｆ IhlI9門）

（3）天部の尊像

梵天、帝釈天、毘沙門天（多間天)、特国

天、増長天、などがあります。

天部は、如来、菩薩、明王たちの邪魔をす

る仏の敵に対して、鎧、兜を身につけ、武器

をもっていつでも闘える姿をしています。

天

宝塔
ji L市

I

一宝伸
I1tIy7

（多間夫）
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（4）明壬部の尊像

明王と名のつくものは、すべて大日如来の

化身だということになっております。

愛染明王、不動明王、その外、降三世明乖、

軍茶利明王、大威徳明王、金剛夜叉明王など

カヌあり、 これら諸像の特徴は如来や菩薩など

力式柔和な顔であるのに反して、あらゆる悪を

粉砕するため、猛々しい急怒の相をしておる

のが特徴である。

明 王

岫光
』ヘニツ

、里
早､ 1 ，J･ 『

・ ll
5

I Ir

胸飾
, 1JβVP

,稲川

ｊ

ｕ

弁

碇』

磐

（ 1く帥IvllI ）

）その他

(1)お大師堂

真言宗の開祖、弘法大師（空海）力;祀られているc

大師は俗姓を佐伯と呼び、十五歳の頃より儒学を修め、 さらに十八歳の時「三教指

帰」の原本を著し仏教に入る。

後に唐に渡り (804)、二年後に帰国。真言密教を極め、高野山、東寺を根本道

場とし、各地を巡歴し、経世済民に尽され、現在もなお「お大師さん」として親しま

(5）

れている。

(2)天満宮（天神さん）

学問の神、悪を懲らす神として崇められている菅原道眞公を祀る社である。

道眞公は平安中期（899）の学者で右大臣に任じていたが、藤原時平の中傷によ

り大宰府に左遷され、その地で没した。

道眞の没後、京に雷雨などの災禍が続き、民衆はこれを、道眞の怨霊のせいとして

恐れ、その霊を京都の北野に祀り、天満自在天神と称し、また、火雷天神とも呼んだ。

邪悪を懲らす神として、 さらに、文芸の神として現在も崇められている･
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日本元号西暦対照表

(平凡社事典から）
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りやく

暦1077-1081

はう

保1081-1084

とく

徳1084-1087

じ

治1087-1094

ほう

保1094-1096

ちょう

長1096-1097

とく

徳1097~1099

わ

和1099-1104

じ

治1104-1106

しよく

承1106-1108

に/,，

仁1108-1110

えい

永1110-1113

きゅう

久1113-1118

えい

水1118-1120

あ/,，

安1120-1124

じ

治1124-1126

じ

治1126-1131

しよう

承1131-1132

しよう

承1132-1135

え_/L，

延1135-1141

じ

治1141-1142

じ

治1142-1144

1144－1145

鋤
安
和
平
恥
寿
蝿
元
じ
治
膳
暦
蝿
保
軸
寛
勃
万
醐
安
搦
応
払
女
蝿
元
醒
承
わ
和
紬
永
侭
暦
じ
治
諏
久
じ
治
唖
仁
誠
久
諏
永

11451151

1151－1154

1154－1156

1156－1159 平

1159－1160

1160-1161

1161－1163

1163－1165

1165－1166 安

1166－1169

1169－1171

1171－1175

平

鎌

安

倉

時

1175－1177

時 時1177－1181

（83）
1181－1182

1182-1185

1185-1185）

1185-1190

1190=1199 代

1199-1201

1201-1204

1204-1206

1206-1207

代

代

鎌

倉

時

代
こう

弘
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(南 朝）(北 朝）

で

Ｊ

Ｍ
建
私
延
魯
興
陛
正
蝿
建
到
文
望
〈
窒
弘
蝿
元
恥
明

【 む ぶ/し

武1334-1336 文

（38） け/‘【〃L‘

工1336-1340 建

こぐ こう

国1340-1346 弘

王、上司 しよう

平1346-1370 鎌正

とく えい

徳1370-1372 永

らゅう しよう

中1372-1375 正

じゅ け/し

授1375-1381 乾

わ 力宮

和1381-1384 倉嘉

らゅう とく

中1384-1392 徳

とく ,兇 ん

徳1392-1394 延

おう

脳

しょう

時正

墓ん

文

げん

工

（必

フE

しよう

代正

か
＝＝

是

｛必
兀

（必
兀］

えい

永1264-1275

じ

治1275-1278

あ/L

安1278-1288

おう

応1288-1293

にん

イニ1293-1299

あ/L

安1299-1302

WL

工1302-1303

if′し

元1303-1306

じ

治1306-1308

ぎよう

慶1308-1311

ちょう

長1311-1312

わ

和1312-1317

ほう

保1317-1319

おう

応1319-1321

こう

享132l-1324

ちゅう

中1324-1326

bやく

暦1326-1329

と<

徳1329-1331

（32）こう

弘1331-1334

醇
正
蠅
建
幅
暦
毎
康
唾
貞
軸
観
蝿
文
私
延
。
康
晒
貞
輯
応
池
永
鍾
康
却
永
し
壬
か
嘉
酔
康
却
明

南

北

朝

時

代

けい

鹿1332-1334

む

武1334-1338

南おう

応1338-1342

えい

水1342-1345 北

わ

*l 1 1345-1350

朝おう

応1350-1352

は

和1352-1356 時

』</L

文1356-1361

代あ/し

安1361-1362

じ

治1362-1368

あ/L

安1368-1375

ih 1375-1379
りやく

暦1379-1381

と<

徳1381-1384

と<

徳1384-1387

けい

慶1387-1389

おう

応1389-139O

とく

"1390-1394

(1392合一）

, ’’

－15一



~

早
く
“
文
榊
慶
蝿
元
軸
寛
岬
正
伽
慶
ぶ
承
恥
明
郵
万
軸
寛
弘
延
課
〈

Ｉ

叫
明
靹
安
嘩
天
軸
寛
智
子
麩
文
錐
文
雫
〈
・
弘
か
嘉
靹
安
勃
万
鋤
文
蝿
元
抑
慶
恥
明
竿
〈
四
昭
斗
平

わ

和1764-1772

趣、

水1772－1781

めい

明1781-1789

せt，

政1789-1801

わ

和1801-1804

か

化1804-1818

せい

政1818-1830

ぽう

保1830-1844

か

化1844-1848

えい

永1848-1854

ゼt，

政1854-1860

えい

廷1860-1861

きゅう

久1861-1864

じ

治1864-1865

おう

応1865-1868

じ

治1868-1912

しよう

正1912-1926

わ

和1926-1989

=ぜい

成1989

し‘上う

正1573-1592

ろく

禄1592-1596

ちょう

長1596-1615

な

和1615-1624

えい

永1624-1644

ほう

保1644-1648

あ/し

安1648-1652

おう

応1652-1655

れき

暦1655-1658

じ

治1658-1661

ぷ/し

文1661-1673

ほう

室1673-1681

唾

和1681-1694

ぎよう

享1684-1688

ろく

禄1688-1704

えい

永1704J711

と<

徳1711-1716

ほう

保1716-1736

ぷ/し

文1736-1741

ほう

保1741-1744

きょう

享1744-1748

えい

廷1748-1751

れき

暦1751-1764

搦
脳
唾
汗
一
諏
永
か
嘉
軌
文
蝿
宝
智
子
○
康
諒
長
坤
寛
熱
文
搦
応
岬
平
文
や
長
軸
乱
延
酔
明
鈍
文
油
永
単
〈
智
子
恥
天
凸
弘
汕
永
蝿
元

えい

永1394-1428

ちょう

長1428-1429

きょう

享1429-1441

きつ

吉1441-1444

あ/し

安1444-1449

とく

徳1449-1452

とく

徳1452-1455

しよく

正1455-1457

ろく

禄1457-146O

しよう

F1460-1466

しよう

正1466-1467

じ/し

仁1467-1469

めい

明1469-1487

章1487-1489
と〈

徳1489-1492

おう

応1492-1501

き

亀1501-1504

しよう

正1504-1521

えい

永1521-1528

ろく

禄1528-1532

ぶ/し

文1532-1555

じ

治1555-1558

ろく

禄1558-1570

安

土

桃

山

（
織
田
・
豊
臣
）
時
代

江

幸

戸

時 町

江

代

'苫戸

時
蝿
元
蝿
宝
吟
箙
麺
享
蝿
元
軸
寛
越
延
雄
寛
蝿
宝

時

代

代I

平成元年 1989

き

&1570-1573
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